
　

第
１
号
被
保
険
者
の
平
成

年
度
介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

１８

　
　

歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

６５

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
額
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
の　

月
か
ら
特
別

１０

徴
収
に
な
る
人
は
、
４
月
〜
９
月

の
６
か
月
分
の
保
険
料
を
７
・
８
・

９
月
の
３
回
に
分
け
て
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
で
納
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

〈
こ
ん
な
と
き
は
普
通
徴
収
に
な

り
ま
す
〉

　

年
度
途
中
で　

歳
に
な
っ
た
人

６５

や
安
城
市
に
転
入
し
て
き
た
人
は
、

年
金
か
ら
の
天
引
き
が
で
き
な
い

た
め
、
普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
翌
年
度
か
ら
は
特
別
徴
収

に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

■
普
通
徴
収
の
場
合

　

７
月
か
ら
平
成　

年
度
分
の
納

１８

付
が
始
ま
り
ま
す
。
納
期
は
７
月

〜
来
年
２
月
の
毎
月
で
、
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
で
の
納
付
に
な

り
ま
す
。
今
月
中
旬
に
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
通
知
書
を
お
送
り

し
ま
す
。

〈
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
〉

　

申
し
込
み
は
、
市
内
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
ま
た
は
高
齢
福
祉
課
へ
。

※
振
替
希
望
口
座
の
通
帳
と
そ
の

通
帳
の
届
け
出
印
が
必
要
で
す
。

■
介
護
保
険
料
の
決
め
方

　

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま

す
。
市
で
は
下
表
の
と
お
り
、
７

段
階
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

※
今
年
度
及
び
来
年
度
に
つ
い
て

は
、
平
成　

年
度
税
制
改
正（
高

１７

齢
者
の
非
課
税
限
度
額
の
廃
止
）

に
よ
り
保
険
料
段
階
が
上
が
る
人

に
対
し
て
、
急
激
な
増
加
を
緩
和

す
る
た
め
の
措
置（
激
変
緩
和
措

置
）が
と
ら
れ
ま
す
。
詳
細
は
下

記
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、

受
け
取
る
年
金
の
種
類
と
額
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

〈
基
準
〉

老
齢
・
退
職
・
遺
族
・
障
害
年
金
が

年
額　

万
円
以
上�
特
別
徴
収

１８

年
額　

万
円
未
満�
普
通
徴
収

１８

■
特
別
徴
収
の
場
合

　

２
か
月
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
年

金
か
ら
、
２
か
月
分
の
保
険
料
が

天
引
き
さ
れ
ま
す
。（
老
齢
福
祉
年

金
か
ら
は
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
）

　

４
・
６
・
８
月
分
は
、
仮
徴
収

通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

保
険
料
が
確
定
し
ま
す
の
で
、
今

月
中
旬
に
１
年
間
分（
４
月
〜
来

年
３
月
分
）の
確
定
保
険
料
と
年

■第１号被保険者介護保険料年額表

１８年度保険料（計算方法）対象者段階

１７，７６０円（基準額×０．４）
〈月額１,４８０円〉

生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者で市民税世帯非課税の人第１段階

２２，２００円（基準額×０．５）
〈月額１,８５０円〉

世帯全員が市民税非課税で課税年金収入額と合計所得金額の合計
が８０万円以下の人

第２段階

３１，０８０円（基準額×０．７）
〈月額２,５９０円〉

世帯全員が市民税非課税で第２段階に該当しない人第３段階

４４，４００円（基準額）
〈月額３,７００円〉

本人が市民税非課税の人第４段階

５５，５００円（基準額×１．２５）
〈月額４,６２５円〉

本人が市民税課税で合計所得金額が２００万円未満の人第５段階

６６，６００円（基準額×１．５）
〈月額５,５５０円〉

本人が市民税課税で合計所得金額が２００万円以上５００万円未満の人第６段階

７１，０４０円（基準額×１．６）
〈月額５,９２０円〉

本人が市民税課税で合計所得金額が５００万円以上の人第７段階

■
激
変
緩
和
措
置
の
概
要

●
対
象
者　

平
成　

年
度
税
制
改

１７

正（
高
齢
者
の
非
課
税
限
度
額
の

廃
止
）が
原
因
で
保
険
料
段
階
が

上
が
る
人
。（
具
体
的
に
は
、
前
年

の
合
計
所
得
金
額
が　

万
円
以
下
、

１２５

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
に
お
い

１７

て　

歳
以
上
で
市
民
税
課
税
と
な

６５
っ
た
人
、
ま
た
は
世
帯
に
こ
の
よ

う
な
人
が
い
る
た
め
世
帯
非
課
税

で
な
く
な
っ
た
人
が
対
象
で
す
）

●
措
置
の
内
容　

平
成　

年
度
税

１７

制
改
正（
高
齢
者
の
非
課
税
限
度

額
の
廃
止
）が
な
い
場
合
の
保
険

料
段
階
と
税
制
改
正
後
の
保
険
料

段
階
を
比
較
し
、
保
険
料
の
増
加

分
を
平
成　

年
度
は
３
分
の
1
、

１８

平
成　

年
度
は
３
分
の
2
に
軽
減

１９

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
高
齢
福
祉
課
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昭和４６年に定めら
れたこのシンボル
マークには、青少
年が太陽に向かっ
て咲くひまわりの
ように明るく強く
成長してほしいと

いう願いが込められています。

８
人
が
入
選
し
、
作
文
は　

人
の

２９６

応
募
が
あ
り
、
明
祥
中
学
校
２
年

の
橋
本
あ
か
ね
さ
ん
を
は
じ
め
、

６
人
が
入
選
し
ま
し
た
。

〈
敬
称
略
〉

【
標
語
】

最
優
秀
賞
▼
「
今
日
の
こ
と　

家

族
で
は
な
そ
う　

夕
ご
は
ん
」
黒

田
里
穂
子（
東
山
中
２
年
）

優
秀
賞
▼
鈴
木
あ
か
ね（
安
城
北

部
小
５
年
）、谷
口 
拳  
士 
郎
   
（
今
池

け
ん 
し 
ろ
う

小
３
年
）

入
選
▼ 
豊  
田  
有 
美
   
（
安
城
南
部
小

と
よ 
だ 

あ 

み

４
年
）、 泉 いず 
本  
沙  
也 
香
   
（
明
祥
中
２

も
と 
さ 

や 

か

年
）、荒
木 
志 
乃
   
（
明
祥
中
２
年
）、

し 

の

中
尾 
凌
   
（
明
祥
中
１
年
）、

り
ょ
う

稲
垣 
侑 ゆき

奈
   
（
安
城
西
部
小
６
年
）

な【
作
文
】

最
優
秀
賞
▼
「
暗
い
闇
に
差
し
込

ん
だ
光
」
橋
本
あ
か
ね（
明
祥
中

２
年
）

優
秀
賞
▼
横
山 
愛 
望
   
（
明
祥
中
２

あ
い 
み

年
）、鈴
木 
伸 
大
   

郎
   
（
明
祥
中
１
年
）

し
ん 
た 
ろ
う

入
選
▼
鈴
木 
雅 
子
   
（
明
祥
中
３
年
）、

ま
さ 
こ

石
原 
雅 
之
   
（
明
祥
中
２
年
）、榊
原

ま
さ 
ゆ
き

な
つ
美
   
（
明
祥
中
１
年
）

み

問
い
合
わ
せ
▼
障
害
援
護
課

　

分
３０●

と
こ
ろ　

市
教
育
セ
ン
タ
ー
大

研
修
室（
入
場
自
由
）

●
講
師
／
演
題　

太
田 
一  
平 
氏

い
っ 
ぺ
い

（ 
八  
楽 
児
童
寮
）
／
「
福
祉
か
ら
見

は
ち 
ら
く

た
現
代
の
家
族
風
景
」

■
今
年
の
運
動
標
語
の
入
選
作
品

が
決
ま
り
ま
し
た

　

第　

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

５６

動
に
先
立
ち
、
同
運
動
安
城
市
実

施
委
員
会
が
５
月
に
募
集
し
た
標

語
と
作
文
の
入
選
作
品
が
決
ま
り

ま
し
た
。
標
語
は
、
１
０
５
８
人

の
応
募
が
あ
り
、
東
山
中
学
校
２

年
の
黒
田 
里  
穂  
子 
さ
ん
を
は
じ
め
、

り 

ほ 

こ

�
�
�
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■
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
街
頭

広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
と
き　

７
月
３

日�
午
前　

時
〜

１０

午
後
５
時

●
と
こ
ろ　

市
内

ス
ー
パ
ー
、
駅
な

ど●
参
加
者　

保
護

司
、
更
生
保
護
女
性
会
会
員

■
講
演
会

●
と
き　

７
月　

日�
午
後
１
時

２１
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◆保護司の仕事とは
　法務大臣から委嘱された民間のボランテ
ィアで、地域の実情や習慣をよく理解して
いる特性を生かし、罪を犯した人や更生し
ようとしている人たちに、生活の目標や指
針を定め、補導援護をして、そのお手伝い
をしています。
◆協力雇用主になってください！
　更生保護対象者が働き場所に困っている
ことから、今年度の運動期間中も理解のあ
る雇用主（協力雇用主）へのお願いを重点目
標としています。
　協力雇用主とは、犯罪や非行歴のある人
たちを差別しないで雇用して、その更生に
協力している人たちです。（現在１３事業所が
登録しています）
◆更生保護女性会の活動
　更生保護女性会は、女性としてあるいは
母親として青少年の健全育成に努め、更生
保護活動に協力しています。さらに、若い
お母さんなどを対象に講座を開催し、子育
て支援の活動にも力を注いでいます。

　

地
域
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
明
る
い
社
会
づ
く
り
を

　

第　

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　

７
月
１
日�
〜　

日�

５６

３１

シンボルマークのひまわり

広報あんじょう　2006.7.1�

「
七
夕
ま
つ
り
ご
み
か
ご

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集

　

今
年
も
８
月
４
日�
か
ら
６

日�
ま
で
安
城
七
夕
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。
環
境
に
や
さ
し

い
七
夕
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
、

ご
み
の
５
分
別（
可
燃
ご
み
・

び
ん
・
か
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）を
行
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
会
場
内　

か
所
の

４２

ご
み
か
ご
の
管
理
を
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

★
期
間　

８
月
５
日�
・
６
日

�
の
午
前　

時
か
ら
午
後　

時

１１

１０

ま
で
の
間
で
約
３
時
間（
詳
し

い
時
間
割
り
は
商
工
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

★
申
し
込
み　

７
月　

日�
ま

２１

で
に
商
工
課
へ

★
説
明
会
に
つ
い
て　

７
月　
２７

日�
午
後
２
時
か
ら
市
役
所
第

６
会
議
室
に
て
説
明
会
を
行
い

ま
す
。
そ
の
際
に
軍
手
と
Ｔ
シ

ャ
ツ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ　

七
夕
ま
つ
り

協
賛
会（
商
工
課
内
）
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化
振
興
係（
市
民
会
館
内
／�
〈　

〉
７５

１
１
５
１
）へ

■
第　

回
安
美
展

６３

公
募
展
で
す
。
出
品
申
し
込
み
は

９
月　

日�
〜　

月
７
日�
で
す
。

２７

１０

詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
と
き　

前
期（
一
般
）�

　

月　
１０

２８

日�
〜　

月
５
日�
　

※　

月　

１１

１０

３０

日�
は
休
館
。　

後
期（
審
査
員
・

委
嘱
・
賛
助
・
招
待
）�

　

月
８

１１

日�
〜　

日�
１２

●
と
こ
ろ　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
書
、

写
真
、
工
芸
･
彫
塑
の
５
部
門

●
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
文

化
振
興
係（
市
民
会
館
内
／�
〈　

〉
７５

１
１
５
１
）ま
た
は
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー（�
〈　

〉６
８
５
３
）

７７

●
募
集
講
座
数　

５
講
座
程
度

●
市
の
支
援
内
容

①
講
師
謝
礼（
市
の
基
準
あ
り
）、

会
場
使
用
料
な
ど
の
経
費
負
担

②
広
報
誌
な
ど
に
よ
る
広
報
活
動

③
講
座
の
企
画
、
運
営
に
関
す
る

助
言

●
そ
の
他

①
他
の
助
成
金
・
補
助
金
を
受
け

て
い
な
い
も
の
に
限
り
ま
す

②
申
請
後
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
採
用
す
る
講
座
を
決
定
し
ま
す

③
採
用
に
あ
た
り
、
市
か
ら
の
要

望
や
条
件
を
添
え
る
場
合
が
あ
り

ま
す

④
講
座
終
了
後
、
結
果
報
告
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

●
申
し
込
み　

７
月　

日�
ま
で

３０

に
、
所
定
の
「
企
画
書
」「
計
画
書
」

を
生
涯
学
習
課（
文
化
セ
ン
タ
ー

内
）へ
提
出
。
※
企
画
書
な
ど
は
、

同
課
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
／

　
　
�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６
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■
企
画
す
る
講
座
の
内
容

①
子
育
て
、
環
境
問
題
、
団
塊
世

代
の
地
域
参
加
、
世
代
を
越
え
た

地
域
交
流
の
創
出
な
ど
社
会
情
勢

の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
課
題
を

テ
ー
マ
と
し
て
取
り
扱
う
も
の

②
市
内
で
概
ね　

月
〜
来
年
３
月

１０

の
間
に
開
催
し
、
２
回
以
上
の
講

義
ま
た
は
実
習
形
式
で
実
施
す
る

も
の（
講
演
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

参
加
者
が
多
数
で
1
回
限
り
の
も

の
は
不
可
）

③
特
定
の
宗
教
や
政
治
思
想
の
普

及
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
も
の

●
参
加
対
象
団
体　

原
則
と
し
て

５
人
以
上
の
安
城
市
民
で
構
成
さ

れ
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ

属
団
体
名
も
記
入
）、裏
面
の
上
段

２
㎝
は
余
白
を
設
け
て
作
品
の
み

を
縦
書
き
で
正
確
に
大
き
く
記
入

し
て
、
７
月　

日�
（
当
日
消
印

３１

有
効
）ま
で
に
生
涯
学
習
課
文
化

振
興
係
「
市
民
文
芸
ま
つ
り
係
」

（
市
民
会
館
内
／
〒　

－

０
０
４

４４６

１　

安
城
市
桜
町　

－

　

／�

１８

２８

〈　

〉１
１
５
１
）へ

７５※
応
募
規
定
に
違
反
し
た
人
は
失

格
無
効
と
し
ま
す
。

■
第　

回
市
民
芸
能
ま
つ
り

３９

●
と
き　
　

月　

日�
・　

日�

１０

２２

２９

●
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー
マ
ツ

バ
ホ
ー
ル

●
部
門　

民
謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・

箏
曲
・
民
踊
・
バ
レ
エ
な
ど

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７

月　

日�
ま
で
に
生
涯
学
習
課
文

１５
化
振
興
係（
市
民
会
館
内
／�

〈　

〉１
１
５
１
）へ

７５■
文
芸
・
技
芸
・
趣
味
の
集
い

●
と
き　
　

月
６
日�
〜
９
日�

１０

●
と
こ
ろ　

市
民
会
館
・
文
化
セ

ン
タ
ー

●
部
門　

美
術
・
芸
能
を
除
く
部
門

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７

月　

日�
ま
で
に
生
涯
学
習
課
文

１５

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
��

�
�
�
��
��
�
�
�
�
�
�

��

��

�
�
�
�
��
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	



■
第　

回
市
民
文
芸
ま
つ
り

１８

　

短
歌
・
俳
句
募
集

雑
詠
自
作
で
未
発
表
の
短
歌
、
俳

句
を
募
集
し
ま
す
。　

月　

日�

１１

１１

に
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
ま
た
は
安
城
文
化
協
会
会

員●
募
集
部
門
と
上
限
出
品
数　

一

般（
高
校
生
を
含
む
）短
歌
の
部�

２
首
以
内
、
俳
句
の
部 �

３
句
以

内　

小
中
学
生 
短
歌
の
部�

１

首
、
俳
句
の
部�
２
句
以
内　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

１

部
門
に
つ
き
１
人
１
枚
。
は
が
き

に
、
か
い
書
で
、
表
面
に
部
門
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名（
フ
リ

ガ
ナ
）及
び
筆
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、電

話
番
号
、
年
齢
を
縦
書
き
で
明
記

し（
市
外
応
募
資
格
者
は
、
学
校

名
・
勤
務
先
ま
た
は
文
化
協
会
所

　

短
歌
・
俳
句
あ
り
、
芸
能
あ
り
、
安
美
展
の
作
品
展
示
も
あ
り
と
多
種
多
様

　

第　

回
市
民
芸
術
祭
を
開
催
し
ま
す

４７

　

ア
イ
デ
ア
と
運
営
力
を
実
現
・
発
揮
す
る
チ
ャ
ン
ス

　

市
民
企
画
講
座
を
募
集
し
ま
す

⑧こどもの日の風景�

－2006年夏－�山登りが趣味の市長が、季節ごとに、その時の思いを語るコーナーです�

　

「
こ
ど
も
の
日
」
に
懐
か
し

い
風
景
を
見
た
。
老
夫
婦
の
畑

仕
事
を
、
孫
ら
し
き
小
学
生
ら

が
手
伝
う
光
景
だ
。
女
の
子
二

人
が
お
ば
あ
さ
ん
と
一
緒
に
タ

マ
ネ
ギ
を
掘
り
、
男
の
子
は
お

じ
い
さ
ん
と
一
緒
に
エ
ン
ジ
ン

付
き
の
運
搬
機
で
畑
か
ら
運
び

出
す
。

　

女
の
子
た
ち
は
土
で
手
が
汚

れ
る
こ
と
を 
厭 
わ
ず
、
黙
々
と

い
と

タ
マ
ネ
ギ
を
掘
り
起
こ
す
。
運

搬
機
を
操
縦
す
る
男
の
子
は
、

少
し
大
人
に
な
っ
た
気
が
す
る

の
だ
ろ
う
。
日
に
焼
け
た
顔
が

誇
ら
し
げ
に
見
え
る
。

　

私
が
幼
か
っ
た 
頃 
、
私
た
ち

こ
ろ

の
地
域
で
は
農
繁
期
に
子
ど
も

が
親
の
農
作
業
を
手
伝
う
の
は

珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

　

私
も
渋
々
な
が
ら
水
田
や
畑

に
出
て
、
大
人
の
手
伝
い
を
し

た
思
い
出
が
あ
る
。
農
繁
期
の

農
作
業
、
家
の
大
掃
除
な
ど
、

今
の
時
代
に 
失 
せ
て
し
ま
っ
た

う

年
中
行
事
を
通
じ
て
、
家
族
が

協
力
し
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
や

「
家
族
の 
絆 
」
の
存
在
を
実
感

き
ず
な

し
た
も
の
だ
。

　

時
代
は
変
わ
っ
た
。
農
作
業

の
ほ
と
ん
ど
は
機
械
化
さ
れ
、

大
人
が
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
え

機
を
操
作
す
れ
ば
仕
事
は
終
わ

る
。
そ
も
そ
も
自
分
で
耕
作
を

す
る
農
家
の
数
は
、
年
々
減
少

の
一
途
に
あ
り
、
生
活
様
式
や

家
族
形
態
も
隔
世
の
感
が
あ
る
。

快
適
で
便
利
に
な
っ
た
暮
ら
し

の
今
日
、
家
族
の
絆
は
ど
の
よ

う
に
醸
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

　

人
生
、
計
算
通
り
に
こ
と
が

運
ぶ
よ
り
、
計
算
外
れ
に
な
る

こ
と
の
方
が
多
い
も
の
だ
。
計

算
が
外
れ
た
時
、
自
暴
自
棄
に

な
り
、
道
ま
で
外
れ
て
し
ま
う

こ
と
を
引
き
止
め
て
く
れ
る
の

は
、
最
終
的
に
は
家
族
の
絆
な

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

五
月
連
休
の
ゆ
と
り
の
ひ
と

時
か
ら
、
そ
ん
な
温
か
な
家
族

の
交
流
が
深
ま
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
だ
。

　

お
や
、
今
日
の
畑
仕
事
は
、

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
ら
し
い
。
女

の
子
が
、
お
じ
い
さ
ん
か
ら
も

ら
っ
た
千
円
札
を
手
に
し
て
い

る
。
額
に
汗
し
た
お
小
遣
い
、

き
っ
と
大
事
に
使
わ
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。

　

価
値
あ
る
こ
ど
も
の
日
、

お
め
で
と
う
。

広報あんじょう　2006.7.1�
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重
点
取
り
組
み
内
容

●
若
者
の
無
謀
運
転
を
な
く
そ
う

●
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

●
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故

か
ら
守
ろ
う

　

７
月

日�
〜

日�

１１

２０

　

夏
の
交
通
安
全
市
民
運
動
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ
▼
市
民
安
全
課


